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夏季企画

月号では、松倉豊後守重政が８年ばかり二見城にあって宇智
郡を領知し、「大坂夏の陣」で再び軍功をあげ、元和２（１６１６）年
７月重政４３歳の時、肥前の国日野江城（４万３千石）の大名として
大
だい

抜
ばっ

擢
てき

されたことをお話ししました。今回はその後の島原における
松倉重政のお話です。
　徳川家康は「大阪夏の陣」の翌年元和２（１６１６）年４月に亡く
なりますが、死の直前に重政を枕

まくら

元
もと

に呼んで５千石の加増（一説に
１万石）を命じたことが、『徳川実紀』に書かれています。さらに３か
月後の７月には、島原４万３千石の城主として移封を命じられてお
り、いかに重政が徳川家康から、さらに徳川幕府から厚い信頼を受
けていたかが推察されます。当時九州の地は豊臣恩顧の残党が潜ん
でおり、その目付、取り締まりの重責を担って派遣されたものと考
えられます。
　島原に入部した重政が、最初に行ったのは、島原城の築城と城下
町の建設です。それまでの有馬一族の日野江城や原城が手狭で、攻
撃に弱いと見た重政は、島原の森岳という小高い山を中心に島原城
を築城しました。元和４（１６１８）年に築城を開始し、７年の歳月
を費やして寛永元（１６２４）年に完成しています。
　島原城の外郭は、東西１９０間半（３４６ｍ余）、南北６６０間半

（１２００ｍ余）、内郭には、総高１７間余の五層の天守閣をもつ本

丸とその北側に二の丸があって周囲に堀を巡らしています。さらに
その北側には花畠の丸（三の丸）を配し、合計４１の平

ひら

櫓
やぐら

と５個の櫓
やぐら

門
もん

を有する豪壮な城構えです。また、周辺に武家屋敷や町人屋敷を
配して、諸方から商工業者を招いて、新しい城下町を建設しました。
新町創設を思い起こさせる話ですが、町家の規模は家数１，０００
軒とも言われ、当地の新町を遥

はる

かに凌
しの

ぐ規模であり、重政の颯
さっ

爽
そう

と
した姿が目に浮かぶようです。
　築城にあたって数々の創意工夫が施された島原城は、築城に造

ぞう

詣
けい

が深いとされた重政の築城技術の高さを示しており、天下の名城と
して、その後の島原藩代々の藩主の居城となり、明治初年まで受け
継がれました。
　このように松倉豊後守重政は、大名としての支配体制を確立する
ため、島原城と城下町を整備しましたが、藩の石高に比べその規模
は大きすぎたようです。また、家臣団の構成も十万石に匹敵するも
のであったと伝えられており、江戸城馬場先門の石垣普請を命ぜら
れたおりも、十万石の課役を申請して希望のとおり許可されていま
す。九州の目付として、恩顧を蒙

こうむ

った徳川家に報いんとした気持ち
が、身の丈に不相応な藩の経営を強いたのかも知れません。結果と
してその後の厳しい検地等の重税につながり、領民を苦しめること
になったようです。

（参考文献；長崎県史編集委員会編集「長崎県史」）

第４回  「松倉豊後守重政と島原城」

（新町と松倉豊後守重政４００年記念事業実行委員会委員長　槇野久春）
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■博物館夏季企画への参加申込・問合先　市立五條文化博物館　☎２４・２０１１

夏季博物館講座
○７月２９日（日）
　■テーマ　「紀和国境としての真土峠の意義」
　■講　師　吉田栄治郎先生
　　　　　　（奈良県立同和問題関係史料センター所長）
○８月５日（日）
　■テーマ「永正・大永期の畠山の抗争と宇智郡」
　■講　師　岩倉哲夫先生
　　　　　　（和歌山県立橋本高等学校教諭）
○８月１９日（日）
　■テーマ　「古民家再生にかける想い
　　　　　　−登録文化財藤岡家住宅修復に携わって−」
　■講　師　柴田正輝先生（大工棟梁）
○３回とも
　■時　間　午後２時〜４時

時間に合わせてＪＲ五条駅北口から無料
送迎バスが出ます

■会　場　市立五條文化博物館１階研修室
■受講料　無料
■定　員　５０人（事前に申し込んでください）

夏休み子ども講座
○７月２１日（土）　午前９時３０分〜１１時３０分
　■テーマ　「陶芸教室−手作りで器を作ろう−」Ａ
　■講　師　山田恭介先生
○７月２１日（土）　午後１時３０分〜３時３０分
　■テーマ　「陶芸教室−手作りで器を作ろう−」Ｂ
　■講　師　山田恭介先生
○８月　４日（土）　午前９時３０分〜１１時３０分
　■テーマ　「折り紙の不思議にチャレンジ」
　■講　師　原田キョウ先生
○８月２５日（土）　午前９時３０分〜１１時３０分
　■テーマ「自分だけのはんこを作ろう」
　■講　師　山本添山先生
○４回とも
　■集　合　市立五條文化博物館

（陶芸教室のみ、博物館から会場となる
先生の工房へ送迎します。）

■対　象　市内の小学校４・５・６年生
■定　員　２０人（事前に申し込んでください）
■参加費　無料

（ただし材料費として500円程度が必要です）
夏季企画展「藤岡家文書からみた近世の村」
■会　期　７月２８日（土）〜９月２日（日）

（毎週月曜日休館）
■会　場　市立五條文化博物館３階特別展示室
■主　催　市立五條文化博物館
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